
【導入】 
 
プラスチック製品って便利ですよね！（明るい口調、笑顔で） 
例えばペットボトル。 
 
軽くて持ち運びがしやすい 
喉が乾けば、すぐに喉を潤してくれる（実演） 
それに開け閉めもこんなに簡単！（実演） 
 
このようにプラスチックは身の周りにあふれ、私たちの生活に欠かすことができないものと

なっています！ 
まさにプラスチックは 高の素材なのです！ 
 
しかし… 
 
この夢のような素材であるプラスチックも、使い終わった時には、一変。 
プラスチックは他のゴミに比べて、処理が難しいというデメリットがあります。 
まさに 悪のゴミでもあるのです！ 
 
便利な一方、 悪のゴミでもあるプラスチックは、将来、私たちに大きな脅威をもたらすか

もしれません、、、 
本弁論では、プラスチック大国、ニッポンの現状と、その解決を訴えます。 
 
 
【現状】 
現在日本では、数多くのプラスチックがあらゆる分野で使用されており、大量のプラスチッ

クごみが発生しています。 
その量、なんと年間900万トン！ 
1人当たりに換算すると、その排出量は、年間75キログラム。 
これは、世界で２番目に多い排出量であり、国際的にも非常に高い水準です。 
 
この大量のプラスチックごみを、日本は主に焼却とリサイクルによって処理しています。 
これらの方法で処理されるのは、年間700万トン。 
つまり、年間排出量の900万トンのうち、200万トンが処理しきれていないのです。 
 
では、この処理しきれない200万トンの行方は、どうなっているのでしょうか？ 
2017年までは、200万トンのほぼ全てを他国に輸出し、処理してもらっていました。 
 
 
しかし2018年、中国など、輸出先の多くの国が、自国の環境問題を理由に、 
輸入を規制しはじめました。 
その結果、輸出量は100万トンに激減。 
 
 
それに伴い、プラスチックごみの保管量は激増しました。 



実際、今まで国内での保管量はわずかでしたが、輸入規制以来、たった1年間で100万トン
に急増。 
今後も規制は強まっていくと考えられ、輸出による処分は、もはや難しくなってきていま

す。 
この結果、保管自体が難しくなり、行き場を失ったプラスチックごみが発生し始めているの

です。 
 
行き場を失ったゴミは、不法投棄という形で、様々な場所に放置されてしまいます。 
既に、日本の一部地域では、保管が出来なかったことによる不法投棄が確認されています。 
さらに、ゴミの受け入れ先が無いため、処理業者がゴミの回収を拒否してしまうことも考え

られます。 
韓国では、日本と同様に、中国へのごみの輸出ができない状況から、業者が回収を拒否し、

プラスチックごみが街なかに溢れてしまいました。 
 
このようにして不法投棄されたプラスチックごみは、環境に悪影響を及ぼします。 
実際にタイでは、プラスチックごみの不法投棄により、土壌汚染や大気汚染が発生。 
それによって、農作物や水に深刻な影響が及びました。 
 
さらに、長期間放置されたプラスチックごみからは、有害物質が発生します。 
これら有害物質は、体の調節機能に影響を与えます。 
その結果、障害や病気などをひきおこす可能性があると、農林水産省の研究により指摘され

ています。 
　 
 
【問→理→方】 
 
私たちは、プラスチックに頼り切った暮らしを続けても良いのでしょうか？ 
このままプラスチックが処理されなければ、環境や我々の健康に悪影響が出てしまいます。 
この状況を放置すれば、数年後には処理できないごみは数倍、数十倍に増加することは明ら

かです。 
その時になって、処理を急いでも、もはや手遅れ！ 
だからこそ今すぐ！環境に悪影響を与えないために、この問題に取り組む必要があるので

す！ 
自分たちで作ったゴミを自分たちで処理できなければ、将来に負担を残すことになります。 
 
では、ゴミを国内で処理するためには、どうすればよいのでしょうか。 
具体的には、 
「処理量を増やすこと」「生産量を減らすこと」 
この2つの手段が考えられます。 
しかし、政府はどちらも、十分に行うことができていないのです。 
まず、「処理量を増やす」手段についてですが、保管量が増加しているにもかかわらず、処

理施設の増設などの政策は打たれていません。 
 
次に、「生産量を減らす」手段についてですが、政府はプラスチックの代わりに、紙製品や

再生材などの導入費用の一部を補助する政策を行っています。 



しかし、これらの政策は、努力義務にとどまるため、プラスチックの便利さと引き換えに、

代替品を導入する企業は多くありません。 
そのため、プラスチック生産の総量は、ほとんど減らせていないのです。 
 
これは、あまりにも無責任ではないでしょうか。 
企業による過度なプラスチック生産を抑え、同時に処理量を増やすことができるのは、政府

しかありません。 
しかし、現在政府がその役割を果たせていないのは明らか。 
今すぐに、政府はプラスチックごみ問題に、立ち向かう必要があるのです。 
 
 
【プラン】 
そこで、私は、2点のプランを提案します。 
1点目は、生産量そのものを減らすために、使い捨てプラスチックの流通規制をすることで
す。 
具体的にはコップ、ストロー、スプーンなど、使い捨てプラスチック製品の流通を、段階的

に規制することとします。 
この品目は、EUで実際に規制されているものを参考にします。 
このEUの基準は、すでに代替品があるプラスチック製品に限定しており、生活への影響を
小限に抑えられるのです。 

 
日本でこの規制を実施した場合、現在処理できていないプラスチックごみ200万トンのう
ち、180万トンを削減できます。 
 
しかし、この規制だけでは、200万トンのうち20万トンは処理しきれません。 
 
【プラン②】 
そこで、2点目のプランとして、処理量を増やすために、新たなプラスチックごみ分別施設
の建設を提案します。 
現在、製品の多様化や複合素材の普及により、リサイクルに回されるプラスチックには様々

な種類があります。 
そして、これらのプラスチックごみには汚れがついていることも多く、リサイクルをするに

は、種類ごとの分別、汚れの洗浄が必要となります。 
しかし現在、多量のプラスチックごみが発生しているため、この分別作業が追いついていま

せん。 
そのため、プラスチックのリサイクル率は、全体の30％にとどまっているのが現状です。 
そこで、高精度なセンサーなどを用いてごみの選別を行う、分別施設を建設することで、リ

サイクル率を上げることができます。 
この分別施設は、ドイツでも実際に稼働しており、年に20万トン程のプラスチックごみが
リサイクルされています。 
 
以上2点のプランにより、日本国内で、200万トン、全てのプラスチックごみを削減するこ
とができるのです。 
 
 
【締め】 



プラスチック、 
それは、私たちの生活をとても便利で豊かにしてくれるもの。 
 
しかし、それは時に、私たちの生活を脅かすことがあります。 
プラスチックが適切に処理される、そんな社会の実現を願って、本弁論を終了させていただ

きます。 
ご清聴ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
【雄弁タイム！！】 
<①プランの復習> 
私は皆さんに、代替製品を利用し、プラスチックの生産量を減らすこと、そして、プラス

チックごみの処理量を増やすこと。この2点を提案しました。 
このうち、代替製品を利用する試みは、日本でも少しずつ広まりつつあります。 
例えば、スターバックスやマクドナルドでは、今後数年以内にプラスチック製品を紙製品に

代替します。また、ガストやバーミヤンで有名な「すかいらーくグループ」も、代替品の利

用をはじめつつあります。 
キットカットを販売するネスレ・ジャパンも、パッケージを紙にするなどの対策を行ってい

る状況です。 
しかし、こうした試みは、現在は、あくまで一部の企業にとどまっています。 
つまり、代替製品への完全な移行はおこなわれておらず、使うか使わないかの選択は、消費

者に委ねられています。 
プラスチックに頼らない未来を実現するには、消費者である我々の行動が不可欠なのです。 
 
<②代替品の紹介（パフォーマンス）> 
今日、私はこの演台に上がる前、タンブラーに水を入れ、ストローをさしておきました。 
実は、このストローは紙製で、プラスチックストローの代替製品です。 
弁論が始まって、既に20分以上経過しましたが、このように（すみや水を飲む）問題なく
利用できます。 
利便性や使いごこちは、プラスチックと変わりありません。 
プラスチックに慣れきってしまっている今、わざわざ代替製品を使うのは面倒なことかもし

れません。 
しかし、あなたが代替製品を利用するだけで、少しずつプラスチックごみを減らすことがで

きるのです。 
皆さん、積極的に代替製品を利用していきませんか。 
代替製品を導入したお店を積極的に利用する。 
プラスチックストローではなく、紙製のストローを買う。 
家を出るその時、カバンの中にエコバックを入れておく。 
こうしたひとりひとりの小さな心がけから、やがて国民全体への大きな動きへ変わるので

す。 
私たち一人一人の小さな行動で、ニッポンの未来を変えていきましょう！ 
 
ご清聴、ありがとうございました。 


